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全国ろうあ青年研究討論会 
in 鹿児島 

 

 

 

オンライン開催 

 

主催： 一般財団法人 全日本ろうあ連盟 青年部 

主管： 一般社団法人 鹿児島県聴覚障害者協会 青年部 

第 56 回全国ろうあ青年研究討論会 実行委員会 

後援： 

(予定) 

鹿児島県／鹿児島市／鹿児島県議会／鹿児島市議会／鹿児島県教育委員会／鹿

児島市教育委員会／鹿児島県市長会／鹿児島県町村会／社会福祉法人鹿児島県

社会福祉協議会／社会福祉法人鹿児島県身体障害者福祉協議会／鹿児島市社会

福祉協議会／観光コンベンション協会／鹿児島県共同募金会／NHK 鹿児島放送

局／読売新聞鹿児島支局／南日本新聞社読者センター／毎日新聞社／南日本新

聞社鹿児島総局／朝日新聞社鹿児島総局／MBC 南日本放送／鹿児島テレビ放送

／鹿児島読売テレビ／鹿児島放送 

協力： 一般社団法人鹿児島県聴覚障害者協会／鹿児島県手話通訳問題研究会／鹿児島

県手話サークル連絡協議会／鹿児島県手話通訳士協会／鹿児島県視聴覚障害者

情報センター 

参加案内書 
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歴史あるロマンのかごんまへ 未来あるわけもん（若者）よ 語り続けっが！ 

 

 
 

全国のろうあ青年が一同に会して実社会における様々な問題を討論し、その学習を通して

相互の連帯と交流を深め、すべての青年と手をつなぎあって前進し、平和で明るい人間社会

を構築することを目的とする 

 

 

 
 

 

第56回全国ろうあ青年研究討論会が鹿児島県で初めて開催されることを心から嬉しく思います。本来

なら歴史深い鹿児島県で３年ぶりに一堂に会することを期待していましたが、新型コロナウイルス感染

症の拡大状況を鑑みてオンラインでの開催となりました。 

56回目となる本討論会のテーマは「歴史あるロマンのかごんまへ 未来あるわけもん（若者）よ 語

り続けっが！」です。鹿児島県の歴史といえば、ほとんどの方が「西郷隆盛」「大久保利通」を思い浮

かべるかもしれません。幕末から明治維新に大活躍した偉人は数知れず。そんな偉人たちのように全国

各地で活動している、きこえない・きこえにくい、きこえる青年たちが、鹿児島県から発信するオンラ

インで、初めて会う・久しぶりに会う仲間たちとともに学び、意見を出し合うことでお互いを認め合

い、これからの青年部を盛り上げていくという願いを込めてこのテーマにしました。 

鹿児島県には桜島や世界遺産の仙巌園や屋久島・奄美大島・徳之島、国宝の霧島神宮などの名所、美

味しいグルメはさつま揚げ・黒豚しゃぶしゃぶ・白熊かき氷など、たくさんの名物があります。 

また、みなさまはご存知でしょうか？ガス灯を初めて灯したのはなんと鹿児島県です。初めて灯ったガ

ス灯のような灯を私たちも照らし、その灯を情熱に変え、未来への灯を絶やさず、みんなの心に情熱を灯

して盛り上げていきましょう！みなさまのご参加を実行委員一同、心よりお待ちしております。 

 

第 56 回全国ろうあ青年研究討論会 実行委員長 濱畑 未希 

テーマ 

目  的 

実行委員長挨拶 
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※スケジュールは変更になる場合があります。 

※当日はＺｏｏｍでの視聴になります。分科会の時に討論をしますので、 

カメラ付きのパソコンやタブレットを使用してください。 

 

日目 日 時間 内容 

１ 

日 

目 

11 月 26 日 

(土) 

12:00～   受付 

13:00～13:40 開会式 

13:40～14:00 
講座・分科会紹介 

基調報告 

14:00～14:40 記念講演（質疑応答など） 

15:00～16:30 講座・分科会討論 

16:45～ 交流会受付 

17:00～18:00 交流会 

２ 

日 

目 

11 月 27 日 

(日) 

9:00～ 受付 

9:30～12:00 講座・分科会討論 

12:00～13:00 昼休憩 

13:00～14:00 閉会式 

14:00～14:30 フィナーレ 

スケジュール 
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テーマ 

「手話×可能性 

＝無限大∞！！」 
 

2005 年〜  

特定非営利活動法人  

ＮＰＯ デフＮｅｔｗｏｒｋ かごしま 理事長 
 

2019 年〜  

一般社団法人 Ｓｏｎｒｉｅ 代表理事 

国立障害者リハビリテーションセンター学院 

手話通訳学科 非常勤講師  

ダスキン・アジア太平洋障害者リーダー育成事業  

日本手話講師  

参加者へ一言 

皆様に直にお会いできないの

が残念ですが鹿児島県から熱

いエールを送ります! 

ともに学び、楽しみましょう! 
 

澤田利江氏の記念講演はインターネット配信と

して大会前に２週間ほど配信します。 
 

かごんまの偉人の名言を活かして青年たちへ伝

えたいことを話していただきます。 
 

大会当日に質疑応答の時間を設けます。 

澤田
さ わ だ

 利
り

江
え

 氏 

記念講演 
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「入  門」 

ろうあ運動の歴史を振り返りながら青年部活動の三本柱であ

る「仲間づくり」「学習づくり」「要求づくり」とは何か学んでみ

ませんか？ 

三本柱の意義を知った上で、今のコロナ禍の中でも自分の生活

を豊かにするためにはどうしたら良いか、一緒に考えてみません

か？ 

 

 
 

第一分科会 

「国際とスポーツ」 

国際活動の内容や世界各地でのきこえない・きこえにくい人の

生活の実態等を知り、そして 2025 年デフリンピックに向けて青

年部にできることは何か？ 

国際手話を学びながら一緒に考えていきませんか？ 

第二分科会 

「地  域」 

私たちの日常生活に欠かせない手話通訳。 

手話通訳者を増やすために私たちにできることは何だろうか。 

「手話言語法（仮称）」の制定に向けた運動をもとに、手話通訳

の必要性と課題を考えよう！ 

第三分科会 

「労  働」 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、労働環境にどの

ような変化があったのだろうか？また、2022 年５月 25 日に「障

害者情報アクセシビリティ・コミュニケーション施策推進法」が

施行されたことにより労働環境にどんな変化があるのだろうか。

事例を交えながら討論してみよう！ 

 

 

 

  

講座・分科会のご案内 

講   座 

分 科 会 

内容については当日のお楽しみに🐷♡ 

事前申し込みとなります。 

速報でもお知らせいたします。 

交流会のご案内 
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１． 参加資格 

（１）各都道府県所属協会会員で、満 35 歳以下の青年部員。 

（満 36 歳以上の青年部員は別途協議します） 

（２）加盟団体青年部長の推薦を受けた満 35 歳以下のきこえる青年。 

（３）一般財団法人全日本ろうあ連盟青年部中央委員、第 56 回全国ろうあ青年研究 

討論会の各分科会座長・講師・助言者・手話通訳者・要約筆記者・運営委員・

実行委員に委嘱された者。 

（４）一般財団法人全日本ろうあ連盟青年部中央委員長が参加を認めた者。 

 

２． 参加定員 ４００名 
 

３． 参加費  

５，５００円（内訳：資料/大会誌/記念品/記念企画/講座・分科会など）  

※大会規定により返金は一切できません。 

 

４． 申込方法 

・参加申込書に参加費を添えて加盟団体青年部の責任者までお申し込みください。 

・加盟団体青年部の責任者は、統括申込書にご記入のうえ、個人申込書とあわせて 

実行委員会へ郵送及びメールをし、参加費はまとめて指定の銀行口座にお振込み 

ください。 

・全青研実行委員会への個人単位での直接申込は一切受付いたしませんのでご注意 

  ください。 

５． 申込締切  

2022 年 ９月 30 日（金）必着 

 

６． 申込後の変更・取消について  

変更や取消があった場合は、10 ページの「問い合わせ・変更・取り消し等の申請用」

用紙に記入のうえ、連絡をお願いします。 

 

７． 注意事項 

記念講演や講座・分科会などでは、携帯電話・スマートフォン・ビデオカメラ・カメ

ラなどの記録媒体での写真や動画の撮影は禁止とします。また、画面の録画、インタ

ーネット配信用と当日Ｚｏｏｍ用のＵＲＬの転用も禁じます。 

但し、視察団及び日聴紙登録記者など主催団体が認めた者を除きます。 

 

 

参加申込のご案内 

【金融機関名】鹿児島銀行 本店 【口 座 番 号】普通預金 3183028 

【口 座 名 義】ダイ 56 カイゼンコクロウアセイネンケンキュウトウロンカイインカゴシマ 

（第 56 回全国ろうあ青年研究討論会 in 鹿児島） 



             

           

7 
 

 

８． 参加・視聴方法について 

・各自でお持ちのカメラ付きのパソコンやタブレットを使用します。 

（パソコンを推奨します） 

   ・分科会や交流会などＺｏｏｍでは、ご自身の顔が見えるようにカメラ付きのパソコ

ンやタブレットなどＷｅｂカメラをご用意ください。 

    当日、集団視聴の場合でも個々のパソコンやタブレットから視聴をお願いいたしま

す。 

・11 月上旬に大会誌と一緒に視聴方法の案内を送付します。 

・記念講演のみインターネット配信期間中（大会前の２週間）いつでも見ることがで 

きます。 

 

９． 申込の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加盟団体青年部 

第 56 回全国ろうあ青年研究討論会 

実行委員会 

一般部員等個人 
 

① 
参加申込書＋参加費 

 

② 
９月 30 日(金)までに 

・個人申込書 

・参加費振込 

・総括申込書 

③ 

11 月上旬 発送 

・大会誌 

・領収書 

・記念品 



             

           

8 
 

 

 
 

申込日：2022 年  月  日 

ふりがな 
 性別 

男 ・ 女 ・ その他 

年齢 

歳 

氏 名 

 区分 

 協会  全通研  手話サークル  その他 

（                   ）   

生年月日 

西暦    年   月   日 

大会参加回数 

回 

住 所 
〒 

連 絡 先 

TEL FAX 

Email 

所属団体 
 

詳細内容 

項目 申込 金額 

大会参加費 〇（必須） 5,500 円 

交流会  無料 

報告集  1,500 円 

合計金額 円 
 

分科会 
第１～３希望の講座・分科会に〇を囲み、希望理由の記入をお願いします。 

（分科会の詳細は５ページをご参照ください。）※ご希望に添えない場合がございます。 

第１希望 入 門 ・ 国 際 と ス ポ ー ツ ・ 地 域 ・ 労 働 

希望理由  

第２希望 入 門 ・ 国 際 と ス ポ ー ツ ・ 地 域 ・ 労 働 

希望理由  

第３希望 入 門 ・ 国 際 と ス ポ ー ツ ・ 地 域 ・ 労 働 

希望理由  

 

備考 
 

第５６回 全国ろうあ青年研究討論会 in 鹿児島 参加申込書 
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申込日：2022 年  月  日 

ふりがな 
 性別 

男 ・ 女 ・ その他 

年齢 

歳 

氏名 

 区分 

 協会  全通研  手話サークル  その他 

（                   ）   

生年月日 

西暦    年   月   日 

大会参加回数 

回 

住所 
〒 

連絡先 

TEL FAX 

Email 

所属団体 
 

 

内容 問い合わせ ・ 変更 ・ 取り消し ・ その他（          ） 

詳細内容 

例）大会誌を別住所に送ってほしい 

 

上記に対する回答 

回答日 2022 年  月  日 担当者  

回答内容 

 

 

お問い合わせ先 

〒890-0021 鹿児島県鹿児島市小野１丁目１-１ ハートピアかごしま ３階 

一般社団法人鹿児島県聴覚障害者協会 事務局 気付 

第 56 回全国ろうあ青年研究討論会 in 鹿児島 実行委員会 

℡：099-228-2016 / FAX：099-228-6357  

 Mail：zenseiken56th.kagoshima@gmail.com 

第 56回全国ろうあ青年研究討論会 in 鹿児島 

問い合わせ・変更・取り消し等申請用 
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